
【機密性2】

事務総局会議（第12回）議事録

日時 令和8年4月7日（火）午前10時00分 ～ 午前10時10分

場所等 総局会議室

氏本事務総長、清藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民事

局長兼行政局長、平城刑事局長、馬渡家庭局長、楕松秘書課長兼広報課

長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官、安東司法

研修所長、春名裁判所職員総合研修所長

出席者’

令和8年度裁判所所管暫定予算について

染谷経理局長説明（資料）

議事

結果 ◎ 裁判官会議報告

秘 書 課 長 楕 松 晴 子



事務総局会議資料
（4月7日開催）

資料
令和8年度 暫定予算の概要

1 暫定予算期間 令和8年4月1日から4月11日まで 11日間

2 暫 定予 算 額 217億2713万6000円

暫定予算の内容

暫定予算期間における裁判所の運営上必要最小限度の経費のみを計上し、新規経費は計上しない。

主な内訳は以下のとおり。

3

① 人 件 費 176億4849万1 000円

・職員基本給等は、1か月分を計上。

・期間中に支出を要しないものは計上しない（4月の実績を5月に支給する超過勤務手当、委員手当 等）。

② 物 件 費 40{g7 6 71万5000円

・期間中に支出を要するものは、原則的に令和8年度当初予算額の3％(※）を計上。

ただし、期間中に3％超の支出が予定されるものについては所要額を計上（修習給付金、修習資金貸与金 等）。

・期間中に支出を要しないものは計上しない（外国人招へい旅費、招へい外国人滞在費 等）。

③ 裁判所施設費 193万円

･施設施工庁費は、期間中に支出を要しない案件に関連する経費を除き、令和8年度当初予算額の3％(※）を計上。

。施設整備費及び施設施工旅費は計上しない。

(※）3％としているのは、暫定予算日数（11日間）の1年間（365日）に占める割合（11/365＝3.01％）による。



【機密性2)’

事務総局会議（第13回）議事録

令和8年4月14日・（火）午前10時00分 ～ 午前10時15分日時

ウェブ会議場所等

出席者 氏本事務総長、渭藤総務局長、板津人事局長、染谷経理局長、福田民事

局長兼行政局長、川瀬刑事局第一課長、馬渡家庭局長、楕松秘書課長兼

広報課長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事官

1 令和8年春の勲章受章者の内定について

板津人事局長説明（資料第1）

2 家庭規則制定諮問委員会に対する民事関係手続等における情報通信

技術の活用等の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行

に伴う関係規則の整備等に関する規則の制定の諮問について

馬渡家庭局長説明（資料第2）

議事

◎ 裁判官会議付議 2

。 裁判官会議報告 1
結果

秘 書 課 長 楕 松 晴 子



事務総局会議資料第1

（4月14日開催）

令和8年春の勲章受章者名簿

||氏名 ’|主要経歴|勲等

1ページ
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令和8年春の勲章受章者名簿

主要経歴勲等 氏 名

■■■■名
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令和8年春の勲章受章者名簿

屋 ’’ |主要経歴 名勲等

I■■■B,

総計 ■■名

5ページ



事務総局会議資料第2

（4月14日開催）

(配布資料）【機密性21

家庭規則制定諮問委員会諮問事項（案）

民事関係手続等における情報通信技術の活用等の推進を図るための関係法律の整

備に関する法律の施行に伴う関係規則の整備等に関する規則の制定について



【機密性2】

事務総局会議（第14回）議事録

令和8年4月21日（火）午前10時00分 ～ 午前10時15分日時

ウェブ会議場所等

氏本事務総長、直江総務局第二課長、板津人事局長、染谷経理局長、福

田民事局長兼行政局長、平城刑事局長、北嶋家庭局第一課長、楕松秘書

課長兼広報課長、坂口審議官、榎本デジタル審議官、馬場事務総局参事

官

出席者

民事訴訟費用等に関する規則等の一部を改正する規則について

福田民事局長兼行政局長、平城刑事局長及び北嶋家庭局第一課長説明

(資料）

議事

結果 ◎ 裁判官会議付議

秘 書 課 長 楕 松 晴 子



【機密性2｝

を
制
定
す
る
理
由
で
あ
る
。

配
布
資
料
二

最
近
に
お
け
る
経
済
事
情
の
変
動
に
鑑
み
、
証
人
等
の
日
当
の
最
高
額
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則

理
由

I

、



I 機密性2｝

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る

第
七
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る

額
は
、
証
人
、
民
事
訴
訟
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
（
こ

額
は
、
証
人
、
民
事
訴
訟
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
（
こ

れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）

の
れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）

の

規
定
に
よ
る
審
尋
を
し
た
参
考
人
及
び
事
実
の
調
査
の
た

規
定
に
よ
る
審
尋
を
し
た
参
考
人
及
び
事
実
の
調
査
の
た

め
に
裁
判
所
か
ら
期
日
に
出
頭
す
べ
き
旨
の
呼
出
し
を
受

め
に
裁
判
所
か
ら
期
日
に
出
頭
す
べ
き
旨
の
呼
出
し
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
、
鑑

け
た
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
、
鑑

第
一
条
関
係
ｌ
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）

配
布
資
料
三

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

新

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

旧

-1-



定
人
へ
通
訳
人
、
査
証
人
及
び
同
法
第
二
百
十
八
条
第
二

項
（
こ
れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

。
）
又
は
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

八
号
）
第
四
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説

明
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
三
百
五
十
円
と
す
る

●

。
）
又
は
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

定
人
、
通
訳
人
、
査
証
人
及
び
同
法
第
二
百
十
八
条
第
二

項
（
こ
れ
を
準
用
し
、
又
は
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

明
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
五
十
円
と
す
る
。

八
号
）
第
四
十
二
条
の
三
十
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
説

－2－



第
二
条
関
係
ｌ
刑
事
の
手
続
に
お
け
る
証
人
等
に
対
す
る
給
付
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
八
号
）

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

（
証
人
等
の
日
当
の
額
）

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
額
は

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
が
定
め
る
額
は

、
証
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
、
鑑

、
証
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
、
鑑

定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八

千
三
百
五
十
円
と
す
る
。

新

千
五
十
円
と
す
る
。

定
人
、
通
訳
人
又
は
翻
訳
人
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八

旧

－3 －



第
三
条
関
係
ｌ
人
身
保
護
法
に
よ
る
国
選
代
理
人
の
旅
費
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
二
十
三
号
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
八
千
三
百
五
十
円
以
内
に

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
八
千
五
十
円
以
内
に
お
い

お
い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

新

旧

－41－



第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
｜
日
当
た
り
一
万
千
二
百
円
以
内
に
お

２
日
当
の
額
は
、
｜
日
当
た
り
一
万
八
百
円
以
内
に
お
い

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

第
四
条
関
係
ｌ
司
法
委
員
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
二
十
九
号
）

新

第
七
条

（
略
）

旧

－5－



第
五
条
関
係
ｌ
参
与
員
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
三
号
）

第
六
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、

一
日
当
た
り
一
万
千
二
百
円
以
内
に
お

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
一
万
八
百
円
以
内
に
お

い

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

新

第
六
条

（
略
）

旧

－6－



第
六
条
関
係
ｌ
鑑
定
委
員
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
四
号
）

（
日
当
の
支
給
基
準
及
び
額
）

（
日
当
の
支
給
基
準
及
び
額
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
一
日
当
た
り
六
千
五
百
四
十
円
以
内
に

２
日
当
の
額
は
、
｜
日
当
た
り
六
千
三
百
十
円
以
内
に
お

お
い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

い
て
、
裁
判
所
書
記
官
が
定
め
る
。

新

旧
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第
七
条
関
係
ｌ
執
行
官
の
手
数
料
及
び
費
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
五
号
）

（
立
会
人
の
日
当
等
）

（
立
会
人
の
日
当
等
）

第
三
十
八
条

立
会
人
の
日
当
（
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号

第
三
十
八
条

立
会
人
の
日
当
（
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号

）
は
、
五
千
八
百
二
十
円
以
内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に

）
は
、
五
千
六
百
二
十
円
以
内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に

よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

２
（
略
）

２
（
略
）

（
評
価
人
の
日
当
等
）

（
評
価
人
の
日
当
等
）

第
四
十
条

前
条
第
一
号
の
日
当
は
、
八
千
三
百
五
十
円
以

第
四
十
条

前
条
第
一
号
の
日
当
は
、
八
千
五
十
円
以
内
と

内
と
し
、
執
行
官
が
状
況
に
よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る

し
、
執
行
官
が
状
況
に
よ
り
額
を
定
め
て
支
給
す
る
。

●

新

旧

｜

’

－8－
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第
八
条
関
係
ｌ
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
七
号
）

（
裁
判
員
等
の
日
当
・
法
第
十
一
条
等
）

〃
（
裁
判
員
等
の
日
当
・
法
第
十
一
条
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
日
当
の
額
は
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
つ
い
て
は

２
日
当
の
額
は
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
つ
い
て
は

一
日
当
た
り
一
万
九
百
円
以
内
に
お
い
て
、
裁
判
員
等
選

一
日
当
た
り
一
万
五
百
円
以
内
に
お
い
て
、
裁
判
員
等
選

任
手
続
の
期
日
に
出
頭
し
た
選
任
予
定
裁
判
員
及
び
裁
判

任
手
続
の
期
日
に
出
頭
し
た
選
任
予
定
裁
判
員
及
び
裁
判

員
候
補
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
七
百
五
十
円
以

員
候
補
者
に
つ
い
て
は
一
日
当
た
り
八
千
四
百
五
十
円
以

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
所
が
定
め
る
。

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
所
が
定
め
る
。
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